
第 章

大切な「考え方」と「目標」
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EV

明るい未来と暗い未来
02-01

あなたは､どんな未来を望んでいますか？
10 年後､100 年後､もっと先の「みよし」を想像してみてください。
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E
V

あなたは､どんな「みよし」をめざしますか？
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課題を
見つけ
見直す

大切な「考え方」
02-02

こんな「みよし」にしていくための
大切な考え方

４つの取組の柱
～未来につなげるために～

　みんなが､未来に続く環境にやさしいまちの大切さを理解し､「知る・学ぶ」､「実感・体感」､
「共有」､そして「計画・実行」を取組の柱として､自分たちから積極的に行動することです。

1

地域の課題解決と活性化
~生き生きとした暮らしのために~

　環境にやさしいまちをめざして行動することで､地域の課題解決や生き生きとした暮ら
しにつなげていくことです。

2

ライフサイクルと環境負荷
~広い視野を持って行動するために~

　私たちがいつも使っている「もの」にも一生があります。使うときだけではなく､原材
料の調達から製造､使い終わったあとの廃棄までの「ライフサイクル全体（ものの一生）」
で､環境への影響を考えて行動することが大切です。

3

LCA とは ?
エルシーエー：ライフ・サイクル・アセスメントとは､製品の原材料の調達
から製造､加工､流通､販売､廃棄に至るまでの過程（ライフサイクル）全体
での環境への影響を数値化して評価する手法のこと。ペットボトルや自動
車などの工業製品以外にもサービスも評価することができる。

知る ・ 学ぶ 実感 ・ 体感

計画 ・ 実行 共 有

それって本当にエコなの？地球温
暖化などの環境問題を多角的に考
える方法として､LCA（エルシー
エー：ライフ・サイクル・アセス
メント）を学んだ。この考え方を
友達にも広めたい。

みんなでめざす「みよし」

この先もずっと､豊かな自然とともに､
みんな仲よく､生き生きと心豊かに暮らせるまち

この先もずっと､豊かな自然とともに､
みんな仲よく､生き生きと心豊かに暮らせるまち

この先もずっと､豊かな自然とともに､
みんな仲よく､生き生きと心豊かに暮らせるまち

この先もずっと､豊かな自然とともに､
みんな仲よく､生き生きと心豊かに暮らせるまち
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大切な６つの「目標」
02-03

　「この先もずっと､豊かな自然とともに､みんな仲よく､生き生きと心豊かに暮らせる
まち」であるために､どんな目標が必要だと思いますか？
　「環境問題」だと言われている､地球の温暖化､ごみ処理のこと､生物多様性が失わ
れること､森林破壊､水質・大気汚染などは､私たちのまわりにたくさんあります。こ
れらは､みんな私たち人間の行動によって引き起こされています。
　この計画では､地球の温暖化を防ぐことや生物多様性を守ること､限りある資源を循
環させること､そして､私たちが生き生きと心豊かに暮らせること､そんな「みよし」
がずっと先まで続いていくために、みんなで取り組む大切な６つの「目標」を定めます。

省エネルギー・再生可能エネルギーで支える まち11

地球温暖化対策 気候変動適応策

生き物にやさしい まち22

自然環境の保全 生物多様性の保全

地産地消を進める まち55

地域の活性化 地域経済の活性化

人を呼び込める魅力ある まち66

定住・移住の推進 歴史・文化の継承地域振興

資源を循環させる まち33

循環型社会の実現

平和を広げる まち44

環境教育・環境学習の推進 共生社会の実現

　

1000 年先も住み続け
られるまちにしたい。
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みよし未来環境会議 20 2 3 活動紹介

初代 サステナアンバサダー
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